
p 

た

。

に

数

を

記

し

た

給

紙

が

あ

っ

て

、
そ
れ
を
到
で
打
ち
一
と
加
到
志
微
に
は
論
じ
て
ゐ
る
。
大
正
十
年
来
問
と

ハ
ラ
モ
ト
ヨ
シ
原
元
一一良

也
府
五
郎
左
衛
門
。

一
品
川
川
て
た
数
だ
け
、
一
民
子
そ
の
他
の
賂
物
を
得
る
方
法
一
合
併
し
て
中
，
郷
と
稿
す
る
こ
と
に
し
た
。

九
左
衛
門
の
子
。
大
坂
刊
伎
に
敵
前
一
を
鎚
た
。
そ

一
も

あ

っ

た

。

一

ハ
リ
ミ
チ
シ
ョ
ウ

針
準
庄

石
川
郡
に
在
っ
た
。

の
般
は
御
先
開
聞
か
ら
御
馬
担
問
に
法
み
、
そ
の
椴

一

ハ
リ
ゼ
イ
シ
ヨ

張
清
書

寺
子
屋
で
は
そ
の
就
一
伏
見
稲
荷
制
社
文
書
に
加
到
凶
剣
道
班
と
見
え
、
後

は
三
百
石
か
ら
千
三
十
石
に
地
ん
だ
。
承
服
二
年
波
三
思
す
る
見
張
に
、
春
枚
二
四
川
町
消
訟
を
行
ひ
、

僻
紘
一

問
中
奥
郷
に
剣
道
村
が
あ
る
。

ハ
ラ
モ
ト
ヨ
シ
原
元
慶

泊
群
助
左
衛
門
・九
左

一
を
進
め
し
め
た
。
張
比
例
百
は
各
紙
仰
に一

桜
の
文
字
一

ハ
リ
ヤ
マ

針
山

周羽咋
郡
日
出
知
院
内
志
雄
庄
に

術
門
。
観
を
氏
桜
と
い
ひ
、
所
陪
を
儲
呑
一
日
?
と
い
う

一
を
選
び
、
一
二
日
附
に
瓦
っ
て
い
同
調
し
、
第
四
日
に
京
一
周
す
る
部
解
。

た
。
元
町
の
子
。
秘
八
百
八
十
ナ引
を
領
L
、
大
小
綿

一
。
山
耐
震
な
る
駄
督
の
も
と
に
前
部
せ
し
め
、
監
上
に
一

ハ
リ
ヤ
マ
チ
針
屋
町

金
稼
の
部
町
名
。
玄
哲

に
斑
し
、
大
小
勝
香
如
か
ら
漸
く
進
ん
で
御
山内週
一m
一
防
布
民
間
す
る
を
い
ふ
の
で
あ
る
。
一
同
の
後
笹
山
叫
を

い
ふ
。
文
政
四
年
二
且
部
地
の
ヶ
所

に
来
っ
た
が
、
延
亭
三
年
前
う
て
之
を
抱
ぜ
ら
れ
、

一

ハ
リ
セ
イ
ボ
針
歳

暮

滞

政
γ

の
頃
ナ
ニ
且
八
日

一
を
金
梯
奉
行
の
裁
許
に
移
し
た
時
、
石
坂
封
鎖
の
う

淀
川
町
四
年
六
且
朔
日
夜
し
た
o
平
年
七
十
四
o
元
随
一
を
針
政
務
と
い
ひ
、
家
々
に
刷
出
子
の
小
豆
汁
を
つ
く
一
ち
川
よ
り
末
は
針
屋
町
、
川
よ
り
回
は
石
坂
川
岸
と

は
妹
に
和
歌
に
工
で
あ
っ
た
o

一
ーり
、
続
女
は
午
後
の
裁
縫
を
休
み
、
創
出
制
を
務
理
L
一
川
の
績
を
立
て
た
。

ハ
ラ
ヤ
ス
サ
ダ
原
保
定

通
終
的
左
衛
門
。
元

一
て
之
を
供
へ
た
o
仕
立
出
血

・
佐
屋
な
ど
も
栄
を
休
ん
一

ハ
リ
ヨ
ウ
イ
ン
巴
陵
院

大

型
寺
務
士
山第
九
代

験
九
年
父
依
兵
衛
の
治
知
七
百
五

f
石
を
閉
山
ぎ
、
賢

一
で
酒
げ
討
を
限
る
o
此
の
日
天
気
の
荒
れ
る
こ
と
が
多
一
前
回
利
之
の
子
利
建
の
法
説
。
詳
し
く
は
巴
陛
院
且

永
七
年
大
小
綿
諮
問
よ
り
次
第
に
界
地
し
て
草
保
九

一
い
の
で
、
釘
u
凶
界
涜
れ
と
い
は
れ
た
o

V
〈
こ
の
日
制
一
瑚
恕
光
副
賞
子
。

年
二
百
石
を
加

へ
、
迭
に
御
小
料
開
に
日
甲
山
ふ
り
、
見
保

一
千
本
ハ
魚
此

X
F戒
の
入
口
に
吊
ー
も
の
も
あ
っ
た
。
一

ハ
ル
エ
オ
ウ

春
枝
王

法
和
十
年
正
月
能
奇
守

二
年
間
且
什

一
日
六
十
六
訴
を
以
て
現
し
た
。

一

ハ
リ
ダ
コ

張
蛸

J
ヒ
ダ
コ

干
蛸
。
一
と
な
っ
た
。
常
時
能
管
閥
系
年
荒
雌
L
、
首
位
頑
鎧

ハ
ラ
ヤ
ム
シ

Z
ヅ

腹

止

清
水

石
川
抑
制
れ
新

一

ハ
リ
ツ
ケ
酬
明

際
は
鋭
税
・主
殺
・夫
殺
・子
殺
・
一
し
た
が
、
春
技
主
の
任
に
就
い
て
三
年
に
及
ぶ
比
、

保
に
在
る
。
腹
仰
の
時
之
を
欣
め
ば
治
す
る
と
て
、

一
放
火
・殺
人
向
山
総
・十
村
に
し
て
限
仰
を
企
て
た
者
・
一
漸
〈
興
復
し
て
絞
安
な
る
こ
と
を
相
官
た
。
乃
ち
上
初

恩
民
は
ら
や
む
治
水
と
名
づ
け
る
o

一
泊
仰
の
住
持
に
し
て
女
犯
の
者
・
病
問内
を
泊
料
品
し
た

一
し
て
定
額
大
興
寺
を
以
て
凶
分
光
明
寺
と
し
た
と
あ

ハ
ラ
ヨ
ソ
エ
モ
ン
原
奥
三
右
衛
門
前
川
利
長

一
者
・従
黛
を
企
て

込
人
家
を
版
刷
出
し
た
者
・博
突
に
悲
一
司
令
。
凶
史
の
記
す
る
所
此
の
如
く
で
あ
る
が
、
こ
れ

に
仕
へ
て
二
百
討
を
卸
し
た
。
そ
の
術
系
は
八
代
永

一
づ
い
て
柑
予
を
殺
し
た
者
・
他
人
の
裂
と
出
狩
し
た

一
に
は
卿
か
棋
が
あ
る
。
何
と
な
れ
ば
能
殺
の
凶
先
寺

左
衛
門
定
次
二
一
向
討
を
受
け
た
が
、
文
政
十

一
年
七

一
例
似
閉
す
に
科
せ
ら
れ
、
特
に
政
火

・
殺
人
強
続
犯
の
一
が
創
泣
の
官
符
を
得
た
の
は
、
夙
〈
春
枝
一
ゴ
沼
任
の

且
八
日
川
奔
し
て
断
絶
o
支
系
も
亦
六
代
出
之
助
早

一
如
き
付
、
市
街
を
引
廻
し
た
後
際
刑
に
践
す
る
例
で

一
年
の
J
l

ご
且
に
在
る
か
ら
で
あ
る
o

川
し
て
断
絶
し
た
o

一
あ
っ
た
o
際
刑
は
一川
勝
頃
か
ら
後
に
於
け
る
生
命
刑
一

ハ
ル
キ

審
木

鹿
島
郡
一
一
対
庄
に
臨
す
る
部
古
川
。

ハ
リ
ウ
チ
針
打

滞
政
の
頃
正
月
に
行
は
れ
た

一
の
最
も
買
い
も
の
で
あ
り
、
郊
端
の
仕
置
必
で
そ
の

一
能
管
名
跡
志
に
、『
春
木
村
と
て
あ
り
o
此
料
に
春
木

幼
貨
の
匙
戯
。
大
き
な
総
針
に
木
約
糸
を
泊
L
、
そ

一
躍
刑
を
公
然
に
示
し
、
数
日
そ
の
仰
に
放
朗
自
し
た
。

一山
制
限
と
い
う
て
郷
土
の
郎
跡
あ
り
。
今
は
一
肉
祭
林

の
め
ど
に
近
い
方
に
大
豆
二
料
を
刺
し
た
も
の
を
以

一
こ
の
刑
付
、
凶
主
に
あ
ら
ざ
れ
は
執
行
す
る
を
得
な
一
閉
山
寺
の
屋
敷
也
。
』
と
あ
る
。

て
、方
四
寸
枕
の
紙
V
〈
は
煎
餅
を
一
政
ね
た
の
を
打
ち
二
か
っ
た
の
で
、
山
山・
大
器
寺
二
時
附
の
如
き
は
、
際
一

ハ
ル
キ
ヤ
マ

春
木
山

白
山
山
部
の
股
民
が
、

創
で
釣
上
げ
ら
れ
た
だ
け
を
自
分
の

m得
と
す
る
の

一
柱
を
低
く
し
、
之
を
地
際
と
都
し
た

。

一

春

山
に
林
木
を
伐
採
す
る
作
擦
を
い
ふ
。
そ
の
時
期

で
あ
る
。
到
の
打
ち
方
は
、
木
綿
糸
を
持
ち
、
剣
の

一

ハ
リ
ミ
チ

針
謹
石
川
淵
巾
拠
郷
に
あ
る
部
古川。

一
は
深
当
の
融
解
し
、
L
か
も
楠
に
よ
っ
て
辺
搬
じ
得

先
を
口
に
含
ん
で
逆
に
唆
け
る
や
う
に
し
、
大
豆
の

一
村
名
の
剣
道
は
裂
誌
の
義
な
る
べ
く
、
阿
波
十
四
に

一
べ
き
防
路
四
且
初
か
ら
開
始
せ
ら
れ
る
。

量
償
で
刺
さ
る
の
で
あ
る
o
叉
加
に
た
か
ら
物
な
ど

一
信
都
道
者
伊
師
能
披
里
美
知
と
い
ふ
も
の
是
で
あ
る
一

ハ
ル
ケ
ン
チ

奉
検
地
』
ケ
Y

チ
畿
地
。

ハ
ル
ゴ
マ

春

駒

滞

政
の
時
、
正
且
初
に
来
た

藤
内
の
物
川
ひ
で
あ
る
。
椛
を
附
け
た
Mm
vH
を
右
手

に
、
鈴
を
左
手
に
持
ち
、
隔
手
に
赤
い
木
納
町
子
制

を
引
い
た
も
の
で
あ
る
。

ハ
ル
ザ
ハ
ノ
フ
ピ
ト
奉
還
史

約
日
本
後
紀
ポ

和
三
年
三
且
半
酉
に

『
能
賢
史
生
践
的
民
長
引
。
近
衛

同
姓
点
中
揮
す
。
賜
ニ
春
神
史
べ
共
先
百
桝
人
也。
』
と

あ
る
。
由
民
全
等
或
は
能
管
人
で
あ
ら
う
と
い
ふ。

ハ
ル
章

治
因

究
治
三
年
十
且
二
日
加
到
守
の

制
限
糊
座
主
勝
犯
に
宛
て
た
翠
犯
欣
に
、
大
岡山
制
得
蹴

保一一両用羽
・治
則
と
あ
る
。
大
野
郡
が
加
到
榔
ハ
後
石
川

郡〉

大
野
剛
加
の
設
で
あ
る
こ
と
は
勿
論
だ
が
、
治
川

の
地
は
今
明
ら
か
で
な
い
。

ハ
ル
主
力
ヂ

奉
回
鍛
冶

春
闘
細
工
と
も
い
ふ。

元
利
中
金
却
に
下
っ
た
成
引
勝
光
の
仰
を
焚
け
て
刊

を
製
作
す
る
こ
と
で
、
腕
氾
は
春
山
氏
と
も
精
し
た

か
ら
で
あ
り
、
次
代
勘
助
以
後
開
ん
制
綴
い
だ
。

ま

た
殴
安
五
年
七
且
台
所
内
制
目
の
や一一口
上
自
に
、
宙
開
に

有
之
古
館
街
一
良
銚
方
に
利
、
は
る
十
や
勘
七

新
七

雨
入
川
田
越
一
胤
段
刊
を
し
た
と
あ
っ
て
、
こ
の
勘
七
は

金
静
岡
忠
則
に
民
た
春
闘
鍛
冶
の
初
代
で
あ
る
。
そ
の

他
卯
辰
妙
正
寺
の
地
去
帳
に
、
器
削
久
佑
組
父
抱
一見

七
年
八
且
十
八
日
夜
、
春
闘
久
佑
父
久
右
衛
門
元
政

七
年
八
且
十
三
日
間
問
、
春
山
久
兵
制
父
久
佑
山以永
四

年
十
且
十
六
日
間
担
等
と
あ
り
、
金川仲
間
品
目
別
留
把
ー
又

政
十
四
年
に
森
下
町
容
削
久
之
町駅
、
苧
和
三
年
に
援

問
春
削
久
兵
衛
の
名
が
見
足
、
久
兵
衛
の
孫
に
勘
七

が
あ
っ
た
。
是
容
は
皆
春
闘
偲
冶
で
あ
ら
う
。

ハ
ル
hm
カ
ツ

Z
ツ

春
田
勝
光

J
ナ
ル
ヰ
カ
ツ

ミ
ツ
成
訓
肪
光
。

ハ
ル
h
F
ザ
イ
ヲ
春
田
細
工

春
聞
鍛
治
。

ハ
ル
h
F
シ
ョ
ウ
ジ

春
田
小
路

金
持
里
見
町
か

ー
ハ
ル
タ
カ
ヂ
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